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第
鴎
巻
　
　
紹

介

凡
そ
享
保
十
三
四
年
頃
の
編
蓮
に
係
う
も
の
な
る
な
知
り
，
且
つ
著
溢
は
、

同
藩
士
田
“
五
左
衛
門
笈
純
に
し
て
，
諸
種
の
猟
M
記
雑
史
察
記
の
類
よ
り
、

老
人
口
構
の
奥
話
な
も
温
く
纂
幽
し
、
又
脅
家
の
見
聞
な
合
ぜ
て
随
筆
鉢
に

書
碁
乱
れ
る
も
の
な
ろ
布
萌
ら
か
に
し
得
た
り
。
二
二
は
、
謬
訂
に
際
し
て
辮

庄
に
關
係
無
吾
煩
小
の
事
實
奄
削
除
し
ぬ
る
か
以
て
、
郷
土
に
關
す
る
も
の

多
き
ぽ
言
ふ
払
須
ひ
ざ
れ
ど
も
、
本
磐
記
鰯
は
近
琶
に
於
け
ろ
藩
政
の
研
究

　融

¥
の
状
況
、
世
輯
風
俗
の
錨
〃
移
等
に
繭
て
考
ふ
る
請
種
の
脊
｛
料
な
言
み
見

聞
蹴
話
の
間
に
於
て
も
、
害
艮
上
野
介
邸
打
入
国
時
の
談
髄
、
注
戸
城
離
石

等
諸
癒
の
趣
味
あ
ろ
議
事
あ
る
は
喜
ぶ
べ
し
、
碕
附
錐
と
し
て
細
北
地
方
濃

紅
、
田
中
宗
親
柱
上
撫
載
嫁
ぬ
り
。
（
非
蜜
晶
、
戸
澤
家
藏
版
》
〔
西
綴
〕

　
　
　
　
　
ゆ
　
り
　
　
　
の

　
　
　
　
至
愚
隷
弾
愛
　
三
紛
　
　
　
　
旙
昌
隅
切
郡
調
査
編
纂

　
本
書
は
上
中
下
三
遷
三
千
七
百
頁
の
彪
大
な
う
も
の
に
し
て
、
大
蓮
な
ろ

羅
昌
公
司
が
邦
人
窮
し
て
鞘
洲
蒙
古
に
踊
マ
も
善
戦
的
智
識
な
獲
得
ぜ
し
め

む
と
の
意
よ
リ
調
「
査
潔
な
設
鷺
し
て
調
査
編
纂
ぜ
し
め
た
る
も
の
な
り
Q
共

の
内
容
は
満
黛
．
』
於
け
る
遠
写
過
去
よ
リ
現
在
に
及
び
博
く
捜
り
て
有
ゆ
う

蔽
曾
窺
象
葎
集
残
し
た
ろ
も
の
に
し
て
、
閣
東
都
督
府
南
瀧
餓
灘
株
』
會
融

の
趣
調
査
蝿
告
並
に
專
門
大
家
の
論
著
、
學
衛
雑
誌
下
面
に
戯
で
牡
ろ
も
の

亀
も
琴
考
に
供
し
た
9
と
鷺
ふ
。
巻
葎
分
つ
こ
と
五
、
章
な
立
つ
ろ
こ
と
三

十
、
第
剛
趣
は
浦
識
の
沿
革
奉
戴
班
的
に
叙
述
し
、
策
二
第
三
倦
け
瀧
洲
の

現
駅
な
蓮
べ
、
欝
四
第
．
汎
倦
に
満
蒙
の
崖
産
力
に
就
て
論
じ
ぬ
れ
ば
満
細
行
朔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
餓
州
ご
　
號
　
　
　
一
轟
ハ
六
　
　
（
三
三
M
四
）

買
占
螢
の
灘
愛
盛
蹴
る
の
命
騒
、
雌
の
方
面
に
志
あ
る
も
の
・
一
譲
す
べ
曇

妊
滲
軍
書
な
り
、
（
大
阪
歴
號
書
店
狡
仔
　
償
二
五
、
○
○
）

　
　
　
　
　
の
　
　
　
　
　
ゆ
　
　
　
　
　
か
　
　
の
　
　
み
　
　
　
　
　
ゆ
　
　
ゆ
　
　
ぽ
　
　
の

　
　
　
　
醗
匿
倉
撃
磐
叢
適
幣
鉱
第
｝
、
二
集
　
二
鴛

　
氷
叢
書
ほ
倉
聖
明
鯉
大
書
の
列
行
に
係
り
主
と
し
て
支
郷
歴
史
に
麗
す
ろ

支
那
人
最
近
の
研
究
論
著
及
び
永
当
大
典
木
等
よ
り
得
六
る
貴
重
な
る
史
料

恥
集
む
尤
も
共
の
大
都
分
拭
嘗
て
難
誌
學
術
叢
灘
に
揚
げ
ら
れ
ぬ
弓
と
雛
も

薪
く
叢
書
と
し
て
一
行
ぜ
ら
れ
た
る
は
便
尉
嫁
り
と
謂
ふ
べ
し
り
命
奥
の
矯

次
と
著
活
ん
廟
纒
工
む
に
。
鑓
一
集
は
三
三
寅
一
木
周
易
王
漣
絞
勘
記
（
羅

振
玉
）
周
醜
．
顧
僚
膿
徴
（
重
唱
維
）
一
書
団
匪
後
考
（
局
）
樂
詩
滲
曙
（
冊
）

課
灘
確
へ
岡
）
五
宗
二
三
（
萬
光
泰
）
韓
氏
三
三
矧
訊
（
元
韓
三
岡
）
爾
雅
草

木
鹸
鞍
掛
訓
電
（
論
調
維
）
戴
雅
（
魏
源
）
灘
吏
考
（
王
國
維
）
毛
公
蕪
銘
考
灘

（
隣
）
更
纈
簾
母
線
（
」
償
）
倉
綴
霧
海
要
脚
縄
（
羅
毛
玉
）
漢
代
古
叉
考
（
王
園

維
）
魏
眉
経
考
唱
言
）
小
鼠
叢
蔑
四
種
。
審
丈
考
訂
（
鋤
彫
霜
）
流
沙
墜
簡
考

夕
雲
証
（
王
園
繕
）
差
添
博
士
蓼
（
隅
）
秘
欝
監
志
、
大
元
玄
妙
翻
。
瞳
志
。
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ﾅ
・
二
四
T
五
種
㎜
悶
・
↑
山
門
巻
、
　
償
奪
｝
寒
湿
廣
雅
疏
離
誹
弾
正
　
ゑ
土
慧
孫
）
流
筑
血
貫

樂
舞
錐
（
江
麿
詰
）
古
韻
繍
論
（
睡
）
譜
盤
表
（
岡
）
露
盤
表
（
同
）
麿
報
四
撃

疋
（
同
）
薦
綴
金
眉
丈
麟
隷
（
王
難
維
）
鼠
壁
桝
考
ハ
同
）
音
譜
鹸
蹴
ハ
陶
）
繰

風
蹟
録
（
劉
家
謀
）
．
艘
ト
欝
串
所
見
先
公
王
考
（
王
幽
維
）
陶
綴
考
（
局
）
綾

周
制
同
論
戸
〆
）
古
水
戯
書
紀
年
輯
校
（
司
）
今
怪
船
書
紀
年
疏
誰
・
岡
）
太
典

公
募
齢
考
曙
（
瞬
）
宋
皮
忠
義
鱒
高
樹
輔
綿
（
岡
）
清
潰
掩
生
蝋
曝
（
購
）
元
高
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も

O

麗
紀
畢
。
大
元
灘
鍛
雛
、
大
元
倉
無
記
人
元
疵
騰
⊥
物
曇
り
大
元
官
制
雑
寵

磨
折
衝
階
無
生
（
壷
振
玉
）
賀
知
新
洲
輔
匠
（
李
遇
孫
』
永
搬
彙
海
囚
外
離
女

（
董
圃
維
）
曲
律
（
明
王
駆
徳
）
な
り
頻
〔
以
上
那
波
〕

　
　
　
　
　
ゆ
　
り
　
あ
　
　
ゆ
　
ゆ

　
　
　
　
轍
世
界
大
戦
史
　
萌
篇
　
　
　
　
　
　
　
箕
作
元
八
編

　
冗
笥
年
の
久
し
き
に
亙
り
・
し
世
界
大
戦
中
に
於
て
動
も
す
れ
ば
臼
々
爲
前

の
戦
局
腿
來
の
繰
測
に
糞
意
を
渠
毒
し
、
醜
つ
イ
、
滋
去
戦
役
全
局
の
纒
愚
を

統
合
的
に
鯉
察
す
る
こ
ε
を
怠
り
・
し
入
々
も
，
挙
和
克
復
の
今
日
に
於
で
は

こ
の
鞭
古
未
曾
有
の
大
戦
を
絡
始
審
さ
に
全
体
ζ
し
て
更
的
阿
想
を
試
ん
、
・
・

す
る
希
望
の
最
も
切
塚
う
も
の
あ
る
や
必
ぜ
り
。
今
や
こ
の
彼
我
大
輪
動
り

央
箪
期
ε
も
い
ふ
べ
き
講
和
禽
議
の
開
か
る
・
時
機
に
際
し
て
承
諄
の
鵡
で

六
る
は
確
F
ヅ
学
課
三
界
の
感
謝
の
意
を
表
す
る
灰
駄
ろ
べ
・
し
。
本
説
は
箕

伶
博
士
の
下
に
各
方
面
暑
攻
の
士
が
労
引
し
て
努
力
を
傾
嘱
し
覧
ろ
成
果
ド

こ
て
、
全
篇
を
二
部
に
分
ち
、
第
一
部
に
ぽ
大
戦
観
の
由
來
戦
蘭
の
外
交
及

交
戦
谷
國
の
内
政
、
纏
濟
財
政
を
説
き
、
第
二
灘
に
は
陸
海
両
方
断
の
職
更

や
各
時
期
並
に
各
が
颪
に
分
っ
て
詳
細
に
叙
迦
こ
、
煽
ふ
る
に
多
数
の
窮
翼

心
地
幽
・
望
薄
入
・
し
載
役
一
般
の
概
況
、
各
地
戦
翻
の
終
摺
糠
．
知
得
す
る
に
便

な
ら
し
め
お
り
。
本
父
導
車
二
部
を
宿
し
て
干
二
百
鹸
頁
に
蓬
〔
、
叙
訊
挙

㎜
明
φ
忌
門
ず
」
・
し
且
跳
ハ
桶
遡
あ
若
筆
・
致
を
以
て
、
ぜ
d
り
O
も
こ
よ
り
蹴
閃
く
餐
ゐ
力
襯
悶
に
・
勲

記
最
穀
の
事
件
遽
を
包
黒
し
て
懇
望
さ
れ
亡
も
の
な
れ
ば
、
費
斜
の
蒐
集
婿

の
調
奮
二
障
を
期
し
難
く
間
々
蹴
鞠
な
き
に
め
ら
ざ
ん
も
一
般
諸
盾
に
向

自
四
巻
　
　
紹

介

っ
て
惑
澤
を
湘
興
、
ふ
る
；
ご
多
大
塚
ろ
べ
・
し
．
バ
守
寧
岡
房
下
行
、
償
山
ハ
、
○
○
・
）
一

　
　
　
　
総
〉
弧
・
O
鍵
ぞ
一
2
｝
＝
ぼ
ε
琶
鴇
o
h
ζ
勲
磁
器
く
製
酪
〇
一
剛
篇
。
紘

　
　
　
　
　
、
一
，
ぴ
①
◎
「
団
円
日
影
扁
。
ノ
く
。
。
隠
ρ
く
。
｝
．
勇
躍
・
一
α
盗

　
中
江
の
思
想
學
訊
を
こ
の
臨
期
の
歴
揺
々
實
を
背
量
ご
。
て
論
蓮
煙
る
稀

有
の
妊
着
こ
し
て
有
名
な
る
本
鍛
あ
第
三
巻
は
＋
世
紀
よ
リ
＋
三
燈
縄
“
絵

る
羅
馬
野
臥
者
及
教
會
法
言
隠
り
政
治
二
二
を
叙
説
・
し
れ
る
既
出
鍍
二
懸
の

後
を
承
け
て
，
第
一
部
政
治
論
に
及
ば
並
る
封
建
制
度
の
影
響
第
二
蔀
十

一
、
十
二
両
二
七
に
於
け
る
故
治
學
観
を
論
連
む
六
り
。
野
人
の
特
に
興
蚤

を
蝿
レ
2
し
は
、
封
建
制
度
に
就
い
て
二
季
一
的
成
形
を
認
め
す
・
し
て
、
不
臨

の
．
獲
展
野
並
を
主
張
し
K
る
見
蟹
｛
．
・
・
二
”
Ω
ξ
〔
・
二
・
董
に
串
構
に
於
け

る
燈
界
朗
帝
室
の
思
想
が
從
來
過
重
磯
煙
ら
れ
し
を
斥
け
、
所
嶺
紳
聖
羅
馬

帝
國
の
灘
念
ほ
こ
の
晴
期
に
於
て
決
し
て
左
程
顯
藷
寡
ろ
主
義
思
葱
ご
㌧
し
て

入
心
を
支
灘
解
し
も
の
に
あ
ら
ざ
る
旨
（
℃
葺
二
¢
葺
浮
二
．
δ
を
旛
ぜ

・
し
跳
に
あ
琴
〔
以
上
植
村
〕
　
　
・
　
・

　
　
　
　
　
り
　
ゆ
　
ゆ
　
　
　
の

　
　
　
　
鱒
帝
都
ご
近
郊
　
一
駅
　
　
　
　
　
小
腰
内
魎
敏
著

　
火
濫
獲
舅
氏
懸
盤
の
下
に
完
成
る
聚
落
壇
理
攣
（
o
o
M
鼠
魯
ヨ
讐
…
ハ
毒
鴛
）

に
策
す
る
も
の
、
至
孝
に
は
「
江
戸
及
吏
京
の
都
市
蘭
狡
知
鴇
東
京
市
の
郊
外

地
鞭
」
ξ
し
て
帝
都
の
歴
史
的
攣
遜
を
墨
黒
し
、
特
説
、
即
本
論
は
「
東
京

市
の
蒲
郁
」
ご
題
し
て
、
轟
ら
西
戎
の
み
の
「
自
然
的
環
境
」
（
暁
域
、
地

形
、
承
系
、
地
質
、
土
壌
、
氣
嫉
）
「
往
幾
ε
居
住
」
（
人
口
、
職
業
．
居
住

第
二
號

一
ゐ
ハ
七
　
　
（
三
三
五
）
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